
高等学校（各学科に共通する各
教科）対応表

知財創造教育の
三つの柱

（学習指導要領に
おける資質・能力の
三つの柱に対応）

知財創造教育における学習内容

（学習指導要領の「内容」及び「内容の取扱い」（抜粋）に対応）

各種教材　（例示）

※左列の各事項の指導を行う際に、知財創造教育の観点から、活
用可能な教材を例示（なお、取り扱う際には、教材には、該当事項
の範囲に含まれない内容や生徒の発達の段階に合わない内容が
含まれていることに留意し、学習状況に応じて活用すること。）

＜国語＞
（現代の国語）引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使う（２〔知識及び技能〕（２）オ）
＜公民＞
（公共）法や規範の意義及び役割，・・・（略）・・・などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正
に調整・・・（略）・・・することなどを通して，権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて理解する（２Bア（ア））
＜芸術＞
（音楽Ⅰ）必要に応じて，音楽に関する知的財産権について触れるようにする（３（１１））
（美術Ⅰ）必要に応じて，美術に関する知的財産権や肖像権などについて触れるようにする（３（９））
（工芸Ⅰ）必要に応じて，工芸に関する知的財産権などについて触れるようにする（３（８））
（書道Ⅰ）必要に応じて，書に関する知的財産権について触れるようにする（３（１１））
＜情報＞
（情報Ⅰ）情報に関する法規や制度、情報セキュリティの重要性、情報社会における個人の責任及び情報モラルについて理解する（２（１）ア（イ））

①「５分でできる著作権教室（レポートを作る（引用））」（著作権情
報センター）

②「５分でできる著作権教室（インターネットと著作権）」（著作権情
報センター）

≪参考≫【日本知財学会「知財教育の体系化の例」から抜粋】
・知財制度の基礎的知識を活用できる
・産業財産権の基礎的知識を活用できる
・著作権法の要点を理解し，活用できる

≪参考≫【日本知財学会「知財教育の体系化の例」から抜粋】
・知財の知識をもとに多用なアイデアを適切に評価できる
・発想したアイデアを論理的かつ明確に表現ができる
・意欲を持って社会と関わった創造的な活動ができる

＜芸術＞
（音楽Ⅰ）自己や他者の著作物及びそれらの著作者の創造性を尊重する態度の形成を図る（３（１１））
（美術Ⅰ）創造することの価値を捉え，自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する態度の形成を図る（３（９））
（工芸Ⅰ）創造することの価値を捉え，自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する態度の形成を図る（３（８））
（書道Ⅰ）自己や他者の著作物及びそれらの著作者の創造性を尊重する態度の形成を図る（３（１１））
＜情報＞
・・・（略）・・・知的財産や個人情報の保護と活用をはじめ，科学的な理解に基づく情報モラルの育成を図る（第３款２（１））

①「５分でできる著作権教室（著作物を参考に作品を作る）」（著作
権情報センター）

≪参考≫【日本知財学会「知財教育の体系化の例」から抜粋】
・知財を尊重・保護する高い倫理観を持ち，他者にも説明ができる
・創造的な活動の中で知財を尊重・保護すると共に，適切な判断・処理ができる

≪参考≫　総則
・道徳教育や体験活動，多様な表現や鑑賞の活動等を通して，豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努めること。（第１款２（２））
・（・・略・・）豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される生徒に，生きる力を育むことを目指すに当たっては，学校教育全体及び各教科・科目等の指導を通
してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図るものとする。（第１款３）

「知財創造教育」の目標
自分たちの社会が様々な知的財産により豊かになっていることに気付くとともに、それらがどのように継承もしくは普及されてきたのかを知ることにより、知的財産を保護したり活用したりする意義について理解を深め、楽しみながら自ら創造してい
こうとする態度を育成することを通じ、様々な情報を統合して考察しつつ、社会に貢献できる能力を育成する。

（１）知的財産のきまりを知る

（学習指導要領の「知識及び技
能」に相当）

（２）新しい創造をするための
思考力、判断力、表現力等を育成
する

（学習指導要領の「思考力、判断
力、表現力等」に相当）

（３－１）新しいものを創造しようと
する態度を育成する
（３－２）創造されたものを尊重す
る態度を育成する

（学習指導要領の「学びに向かう
力、人間性等」に相当）

【学習指導要領の中の指導事項（各教科の「２ 内容」）のすべてが該当】　以下、指導事項の例示

＜情報＞（情報Ⅰ）
情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の方法に着目し，情報社会の問題を発見・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。（２（１））
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決する方法について考えること。
＜理数＞（理数探究）２イ
次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 多角的，複合的に事象を捉え，課題を設定する力
(ｲ) 数学的な手法や科学的な手法などを用いて，探究の過程を遂行する力
(ｳ) 探究の過程を整理し，成果などを適切に表現する力
＜総合的な探究の時間＞
探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事項に配慮すること。（第２の３（６））
イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，まとめ・表現などの探究の過程において発揮され，未知の状況において活用
できるものとして身に付けられるようにすること。

資料５-１



【高校学校（主として専門学科において開設される各教科）対応表について】

高等学校（主として専門学科において開設される各教科）における知財創造教育の実践例

専門 年度 頁

H28 Ⅱ-126
岐阜県立大垣
養老高等学校

知的財産学習と専門学習を
融合した研究活動の展開
―地域・企業等と連携した知
的財産学習のシステム作り
と校内外指導体制の充実―

優秀創
造力賞

模擬企業「Bicom」で研究に取り組んでいる地元ハツシモ米を
使用したパンの開発と普及活動について

○ ○ ○ ○ ○ ○

・校内では「全校体制での知的財産教育の定着と推進」を目標に掲げ、先行指導実績のある食品科学科をベースにして各
学科への情報発信と指導支援を行った。具体的には校内知財教育研修会において知財教育の意義や指導例について模
擬授業形式の研修を行い、指導法の普及に努めた。また、学科の垣根を越えた知財学習企画「大垣養老Marche/Brunch」
を実施し、各学科から参加の生徒、指導者が知的財産マインドを活かした実践学習に取り組んだ。
・模擬企業｢Bicom｣では企業効果が更に高まるよう、複数年にわたる企業経営に取組を進めたほか、地域、企業と連携した
商品開発や普及活動も実施し、知的財産学習の効果を深めた実践とした。またBicom 生徒により他学科、校外への知財学
習成果の発信も積極的に行った。

H28 Ⅱ-148
鹿児島県立鶴
翔高等学校

地域と共に鶴翔ブランド「３
年Ａ組の」の拡大利用と知
的財産教育の充実を図る

優秀実
践力賞

鹿肉の消費拡大を目指して、完成させた「旨鹿（うんまか）コ
ンフィ（加工品）」について

○ ○ ○ ○

１ 生徒，職員ともに知的財産に関する事柄に興味をもち始めた。
２ 発想トレーニングによって生徒の積極的な学習の姿勢が現れてきた。
３ 登録商標「３年Ａ組の」の認識が深まった。
４ 商品開発に積極的に取り組む姿勢が出てきた。
５ 得意な分野について積極的に取り組む生徒が出てきた。
６ 本校職員の意識が高まり，また他校との連携のきっかけができた。
７ 研修会や全国産業教育フェアに参加して，全国の学校と交流ができた。

H28 Ⅱ-10
大分県立大分
工業高等学校

「ものづくり」を通じて，特許
等申請も可能な「実践的知
財マインド」を備えた産業人
の育成

来場者
特別賞

「パイプレール走行装置」で高校生が特許取得、大分県議会
史上初めて、政策提言するに至るまで

○ ○ ○ ○ ○

・大分県議会で政策提言。本校の取り組みと知財活用推進を訴える。
・行政との連携。
ア）小学生対象「おおいたものづくり発見ブック」の製作
イ）中学生対象に「課題研究発表会」を実施。知的財産の重要性を訴える。
・経済界との連携。
・地元自治会との連携。

H27 Ⅱ-86
愛媛県立松山
工業高等学校

知的財産の総合的な実践力
を育成する

優秀創
造力賞

地域住民・企業と連携した防災対策装置（緊急速報受信時、
緊急避難場所に指定されている同校体育館のキーＢＯＸが
自動的に開く装置）の開発について

○ ○ ○

・知的財産権の基礎的な講義をする中で、興味を示す生徒とそうでない生徒の差が生じた。少しでも多くの生徒が必要性、
重要性を知り、より実践的な内容を行うためには、授業時数の確保が必要に感じた。
・課題研究では、各研究テーマに沿って、関連付けて展開することができたが、その先につなげるための工夫が必要に感じ
た。
＜課題＞
・教職員を対象にした知的財産講習会を開催することで、生徒への指導方法も向上すると思う。

H26 Ⅱ-16
北海道滝川工
業高等学校

創造力の育成と「ものづくり」
優秀創
造力賞

圧電素子を利用した振動発電によるトランポリン発電の実演
と太陽光発電を利用した車いすの紹介

○ ○ ○

＜成果＞基礎的な知識をもとに、課題を解決するために自分で考えて行動する姿勢を見せるようになった。また、試作した
ものをベースに改善点を考え、解決に向けて積極的に行動していた。
＜気づき＞身近なものからでもアイディアを見つけることができることを知り、「新しいものづくり」をすることができた。
＜課題＞学校としての知的財産の取り組みを確立する。

H26 Ⅱ-76
愛媛県立新居
浜工業高等学
校

発想力・創造力・発明力を高
める学習の実践 ～学校学
習の中のあらゆる領域で～

優秀活
用力賞

「地場産業の染料で汚れた川の色を無色にしたい」という動
機で先輩が始めた研究成果を活かし、新たな染料の脱色技
術を開発した取組について

○ ○ ○ ○ ○

（まとめ）1 年間の取り組みの中で特色的なものは、校内の研究授業を通した実践的な研修がなされたことである。また、校
内アイデアコンテストの中からパテントコンテストに応募することができたことは新たな一歩であった。
（気づき）知的財産教育を推進するために最も重要なことは、教職員の理解と協力体制であり、知財を教えるのではなく、知
財の視点で教えるということを共通認識することが大切である。
（課題）一人一人に考えさせる機会として校内アイデアコンテストを実施したが、今後どのように継続・発展させていくか、ま
た、知財担当者問題など学校の取り組みが継続されるようなシステム作りが今後の課題である。

H26 Ⅱ-84
福岡県立福岡
工業高等学校

各学科の専門を活かした「も
のづくり」を通した知的財産
権（特許など）の理解と取得

来場者
特別賞

電子工学科課題研究の一環である「LED バーサライタ製作」
「インドアプレーン大会への挑戦」への取組について

○ ○ ○

今年度は、私が課題研究で担当している生徒達に多くの課題と発表をさせたが、生徒達の努力の結果、多くの成果を出す
ことができた。生徒達は、生徒達が頑張れる環境を与えれば、想像力や発想力を高めることができるし、ものづくり能力も高
められることが分かった。
本事業のように、生徒の創造力・実践力・活用力を高めるための支援を行っていただける事業があるのは、現場教員として
は非常に助かる。特に、他校生徒との交流は、生徒のモチベーションを高めるとともに、他校の取り組みを参考にすることが
でき大変有効であった。

H25 Ⅱ-63
滋賀県立彦根
工業高等学校

ものづくりを通じて産業財産
権をより深く理解する。

未記載
第17 回びわ湖クルーレスソーラーボート大会に出場した艇と
試作艇について発表
搬送用ロボット大会に出場した搬送用ロボットについて発表

○ ○

ロボット大会などを通してアイデアを創出する事の大切さを理解することができた。ものづくりに対する意欲が芽生え始めて
きている。
特許での出願内容等を検索していく中で課題研究のテーマ設定に役立った。
全国の高校生の取り組みや自分たちの発表を通して知的財産権に深く関心を持つようになった。
エネルギ－機材の製作を通して色々な分野で応用できる可能性や、特許取得に向けての足がかりをつけることができた。
ソーラーボート大会では目標を達成しただけでなく、新たな課題も数多く見つけることができた。
全校的な広がりまでは浸透しておらず、教員・生徒の組織的な連携の必要性を感じた。

H28 Ⅱ-112
岡山県立岡山
東商業高等学
校

にぎわいのある街をデザイ
ンする ―地域連携をとおし
て知的財産権を活用―

優秀賞
（展示）

「にぎわいのある街をデザインする」をテーマに商店街の各
商店のポスターを作成、また、岡山銘菓「吉備団子」を企業と
提携、新しいフレーバーを持つ新商品の開発について

○ ○
・地元企業とコラボで商品開発：ブランド戦略に関する知識修得、実践能力が身に付いた。
・商店街を独創的なポスターでＰＲ：独創的なデザイン創造の大切さと意匠制度に関する実務能力が身に付いた。
・学校マスコット：学校のシンボルを独創的なデザインの制作により創像力を身に付けさせた。

H27 Ⅱ-112
静岡県富士市
立高等学校

フェアトレード商品を売り込
め 国際貢献と商品開発

優秀賞
（進化）

アフリカ・マウライ共和国の支援のため、同国の農産物を同
校が運営する高校生の店「吉商本舗」オリジナルの飴として
商品化したことについて

○ ○ ○
・進化 部門で表彰されるなど、地道な活動が評価されたことは大きな励みとなった。
・新しいアイディアを商品に加える課程では、商品の持つ個性や特色をどう活かすかが難しい。既存の商品の新たな展開事
例は、産みの苦しみを経て進んでいくものだという事を学習できた事は成果の一つとなった。

H27 Ⅱ-126
三重県立津商
業高等学校

「商品の再開発」を通した知
財教育の構築

優秀活
用力賞

「商品の再開発」をキーワードに、伝統的な知財と新しい知財
を組み合わせた商品販売について

○ ○ ○
・本校では、商品開発を通した知財学習を、商品の単なる企画から脱して、社会貢献にまで踏み込んだ、ものづくり（知的財
産の伝承・創造）から始まる商品開発が知財学習につながるものと考え、知財を活用した「商品の再開発」をテーマに、教育
実践を積んできた。

－

H25 Ⅱ-128
福井県立福井
商業高等学校

プライベートブランドと地域
団体
商標を学ぶ

未記載

1. 地元名産「越前そば」を若者向けにアレンジした「福よかそ
ば」
2. 地元名産さつま芋「とみつ金時」を使った「よーけ食べても
いーもんクッキー」
3. 永平寺ごま豆腐をイメージした「プリンやっちゃ！」

○ ○ ○

・商品開発については、昨年度は企画提案から試作品制作依頼にとどまってきた。今年度は、販促グッズ制作や販売実習
まで拡げることができた。
・開発商品の商談会参加や商業高校フードグランプリコンテストに出品したり、校内外での学習内容をパネル展示発表した
りするなど積極的に活動することができた。気づいた課題を解決しようと生徒自らが創意工夫したり協議したりするようにな
り、自発的に学びを深める授業を進めることができた。

参考：　平成28年度 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の実践内容に関する報告書（http://www.inpit.go.jp/content/100861917.pdf） 平成26年度 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の実践内容に関する報告書（http://www.inpit.go.jp/content/100777114.pdf）

　　平成27年度 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の実践内容に関する報告書（http://www.inpit.go.jp/content/100780779.pdf） 平成25年度 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の実践内容に関する報告書（http://www.inpit.go.jp/content/100555723.pdf）

成果

知財創造教育における学習内容

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

高等学校（主として専門学科において開設される各教科）の学習指導要領には、知財に関する事項が含まれている。各学校は学習指導要領を踏まえつつ、特色を生かして追加的な知財
に関する事項を取り入れて実践している。そのため、知財創造教育推進コンソーシアムにおける高校ＷＧにおいて、学習指導要領を踏まえた追加的な知財に関する実践事例を例示するこ
とにより、高等学校の知財創造教育の体系化の一部にすることとした。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

（２）新しい
創造をする
ための思考
力、判断
力、表現力
等を育成す
る

学
校
組
織
・
運
営
体
制

知的財産に関する創
造力・実践力・活用力
開発事業の実践内容
に関する報告書

学校名 タイトル

知
財
の
重
要
性

ねらい

法
制
度
／
出
願

課
題
解
決

地
域
と
の
連
携
活
動

人
材
育
成

（１）知的財
産のきまり
を知る

成果
展示・
発表
会の
結果

学習内容

（３－１）新
しいものを
創造しよう
とする態度
を育成する
（３－２）創
造されたも
のを尊重す
る態度を育
成する

農業

○ ○ ○

商業

工業

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○
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